
　平成１９年第２回（３月）
定例会は、平成１９年２月
２０日（火）に招集され、３
月１９日（月）までの２８日間
で開催する予定です。�
　日程については変更に
なることがありますので、
ご了承ください。�

第２回定例会日程�

限りある資源を大切に　本紙はリサイクルによる、古紙からの再生パルプ（１００％）を使用しています。�！�

平成１９年１月３０日号あしや市議会だより№59●　4

議会改革調査特別委員会風景�

　
決
算
特
別
委
員
会
で
は
、
九
月

二
十
五
日
（
月
）
の
本
会
議
終
了

後
の
委
員
会
で
、
収
入
役
か
ら
決

算
概
要
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
�

　
そ
の
後
、
十
月
十
一
日
（
水
）

か
ら
十
三
日
（
金
）
ま
で
三
日
間

に
わ
た
り
精
力
的
に
決
算
内
容
の

審
査
を
行
い
ま
し
た
。
審
査
の
中

で
出
さ
れ
た
意
見
、
要
望
の
一
部

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
�

◇
総
務
費
で
は
�

・
減
債
基
金
の
積
み
立
て
で
な
く
、

福
祉
な
ど
生
活
支
援
を
求
め
る
�

・
自
主
防
災
組
織
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
や
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
統
一

を
検
討
す
べ
き
�

・
入
札
制
度
の
改
善
は
、
財
政
効

果
が
大
き
い
。
制
度
改
善
を
�

◇
民
生
費
で
は
�

・
市
民
負
担
が
増
え
て
い
る
医
療

費
一
部
負
担
金
を
助
成
す
る
福

祉
医
療
費
助
成
制
度
の
充
実
を
�

・
大
東
町
Ｌ
Ｓ
Ａ
事
業
で
、
生
活

援
助
員
の
夜
間
派
遣
の
改
善
を
�

・
児
童
虐
待
防
止
に
向
け
た
体
制

の
充
実
を
求
め
る
�

◇
商
工
費
で
は
�

・
南
芦
屋
浜
地
区
企
業
立
地
促
進

補
助
金
は
対
象
が
外
資
系
企
業

の
み
で
あ
り
疑
問
だ
�

◇
土
木
費
で
は
�

・
犯
罪
発
生
地
点
や
学
校
周
辺
へ

の
公
益
灯
の
優
先
設
置
を
�

・
道
路
補
修
費
に
予
算
を
�

・
山
手
幹
線
な
ど
土
木
優
先
の
予

算
配
分
を
見
直
す
べ
き
だ
�

・
国
体
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
で
、

Ｊ
Ｒ
敷
地
内
の
花
壇
整
備
に
ま

で
、
市
が
費
用
負
担
す
る
こ
と

は
お
か
し
い
�

・
市
が
出
資
し
て
い
る
都
市
管
理

株
式
会
社
の
経
理
内
容
な
ど
を

明
ら
か
に
す
べ
き
�

◇
消
防
費
で
は
�

・
国
民
保
護
計
画
策
定
は
自
治
体

行
政
の
軍
事
化
で
、
憲
法
の
理

念
に
も
そ
ぐ
わ
な
い
�

◇
教
育
費
で
は
�

・
奨
学
金
制
度
を
充
実
す
べ
き
�

・
国
際
理
解
教
育
で
、
各
学
校
に

取
り
組
み
の
差
が
あ
る
。
教
育

委
員
会
の
指
導
を
明
確
に
�

・
他
市
に
比
べ
て
図
書
費
が
少
な

い
。
充
実
を
図
る
べ
き
だ
�

・
市
の
都
合
に
よ
る
文
化
振
興
財

団
の
解
散
は
、
市
の
文
化
行
政

軽
視
の
姿
勢
の
現
れ
で
問
題
だ
�

・
国
体
の
カ
ヌ
ー
艇
庫
は
、
解
体

せ
ず
、
市
民
が
利
用
で
き
る
よ

う
工
夫
す
べ
き
だ
�

�◆
反
対
討
論
で
は
�

・
税
収
や
土
地
売
却
な
ど
で
の
予

期
せ
ぬ
増
収
は
、
全
額
を
借
金

返
済
に
回
す
の
で
は
な
く
、
生

活
関
連
や
行
革
で
削
減
し
た
も

の
の
復
活
に
充
て
る
べ
き
だ
�

・
国
民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
な

ど
で
市
民
負
担
が
増
え
て
お
り

問
題
だ
�

◆
賛
成
討
論
で
は
�

・
行
革
の
効
果
が
上
っ
て
い
る
�

・
市
有
地
売
却
な
ど
歳
入
確
保
に

努
め
て
い
る
�

・
滞
納
金
、
未
収
金
対
策
を
�

����　
十
二
月
四
日
（
月
）
の
本
会
議

に
、
市
長
か
ら
人
事
案
件
の
議
案

の
提
出
が
あ
り
、
審
議
の
結
果
、

同
意
し
ま
し
た
の
で
、
紹
介
し
ま

す
。
（
敬
称
略
）
�

■
教
育
委
員
会
委
員
（
任
期
・
四

年
）
�

▽
藤
原
　
周
三
（
ふ
じ
わ
ら
　
し

ゅ
う
ぞ
う
）
　
神
戸
市
垂
水
区

在
住
�

�

���　
平
成
十
八
年
十
二
月
十
三
日

（
水
）
、
寺
前
議
員
が
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
退
会
し
会
派
に
属
さ
な

い
議
員
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に

伴
い
、
十
二
月
十
五
日
の
本
会
議

で
、
寺
前
議
員
が
議
会
運
営
委
員

会
委
員
と
行
財
政
改
革
調
査
特
別

委
員
会
委
員
を
辞
任
し
、
ま
た
、

畑
中
議
員
が
議
会
改
革
調
査
特
別

委
員
会
委
員
を
辞
任
し
、
議
会
運

営
委
員
会
委
員
に
就
任
し
ま
し
た
。

な
お
、
寺
前
議
員
の
議
会
運
営
委

員
会
委
員
辞
任
に
伴
い
、
十
二
月

十
八
日
の
議
会
運
営
委
員
会
で
、

松
木
議
員
が
同
委
員
会
副
委
員
長

に
就
任
し
ま
し
た
。
�

　
新
し
い
会
派
構
成
は
次
の
と
お

り
で
す
。
�

◇
創
政
ク
ラ
ブ
�

　
幹

事

長
　
来
田
　
　
守
�

　
副
幹
事
長
　
幣
原
　
み
や
�

　
　
　
　
　
　
山
村
　
悦
三
�

　
　
　
　
　
　
都
筑
　
省
三
�

　
　
　
　
　
　
長
野
　
良
三
�

　
　
　
　
　
　
青
木
　
　
央
�

◇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
�

　
幹

事

長
　
畑
中
　
俊
彦
�

　
副
幹
事
長
　
重
村
啓
二
郎
�

　
　
　
　
　
　
中
島
　
健
一
�

◇
日
本
共
産
党
�

　
幹

事

長
　
平
野
　
貞
雄
�

　
副
幹
事
長
　
木
野
下
　
章
�

　
　
　
　
　
　
田
中
え
み
こ
�

◇
公
明
党
�

　
幹

事

長
　
帰
山
　
和
也
�

　
副
幹
事
長
　
田
原
　
俊
彦
�

　
　
　
　
　
　
徳
田
　
直
彦
�

◇
英
明
ク
ラ
ブ
�

　
幹

事

長
　
松
木
　
義
昭
�

　
副
幹
事
長
　
小
川
　
芳
一
�

　
　
　
　
　
　
伊
藤
と
も
子
�

◇
新
社
会
党
�

　
幹

事

長
　
前
田
　
辰
一
�

　
副
幹
事
長
　
山
口
み
さ
え
�

◇
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
�

　
　
　
　
　
　
大
久
保
文
雄
�

　
　
　
　
　
　
寺
前
　
尊
文
�

　
　
　
　
　
　
山
田
み
ち
子
�

　
　
　
　
　
　
灘
井
　
義
弘
�

決
算
特
別
委
員
会
の
審
査
報
告
か
ら
�

　
平
成
１７
年
度
芦
屋
市
各
会
計
決
算
を
認
定�

付議事件の審議結果�

議案番号� 件　　　　　　名� 結　　果�

市

長

提

出

議

案
�

請
願
�

議
　
提
�

７０�

７１�

７３�

７４�

７５�

７６�

７７�

７８�

７９�

８０�

８１�

８２�

８３�

８４�

８５�

８６�

８７�

８８�

８９�

９０�

９１�

９２�

９３�

９４�

９５�

�
４０�

４０�

４１�

�
３６�

１７年度各会計決算の認定について�

芦屋市議会議員定数条例改正について〔直接請求議案〕�

教育委員会委員の任命�

市附属機関の設置の条例の一部改正�

市議会議員の報酬、費用弁償等の条例の一部改正�

特別職で非常勤のものの報酬などの条例の一部改正�

特別職で常勤のものの給与、旅費の条例の一部改正�

教育長の給与、勤務条件の条例の一部改正�

市の機関に出頭する者の実費弁償条例の一部改正�

市営住宅の設置管理条例の一部改正�

改良住宅の設置管理条例の一部改正�

住市総住宅の設置管理条例の一部改正�

留守家庭児童会条例の一部改正�

市立みどり地域生活支援センター設置管理条例の制定�

地区計画内の建築物制限に関する条例の一部改正�

消防賞じゆつ条例・消防団公務災害条例の一部改正�

消防団条例の一部改正�

防災会議条例の一部改正�

１８年度一般会計補正予算（第４号）�

１８年度宅地造成事業特別会計補正予算（第１号）�

高浜町用地造成等業務委託契約の変更について�

財産の処分について�

後期高齢者医療広域連合の規約制定の協議について�

市道路線の認定について�

斜面地建築物の制限条例の一部改正〔直接請求議案〕�

�
北朝鮮の核実験実施に抗議する決議�

男女共同参画社会づくり条例の制定�

福祉医療費助成条例の一部改正�

�
議員定数を削減しないよう求める請願書�

認　定（１２／４）�

否　決（１０／３０）�

可　決（１２／４）�

可　決（１２／２２）�

可　決（１２／２２）�

可　決（１２／２２）�

可　決（１２／２２）�

可　決（１２／２２）�

可　決（１２／２２）�

可　決（１２／２２）�

可　決（１２／２２）�

可　決（１２／２２）�

可　決（１２／２２）�

可　決（１２／２２）�

可　決（１２／２２）�

可　決（１２／２２）�

可　決（１２／２２）�

可　決（１２／２２）�

可　決（１２／２２）�

可　決（１２／２２）�

可　決（１２／２２）�

可　決（１２／２２）�

可　決（１２／２２）�

可　決（１２／２２）�

継続審査（１２／２２）�

�
可　決（１０／１７）�

継続審査（１２／２２）�

否　決（１２／２２）�

�
不採択（１０／３０）�

※議案番号欄「議提」とあるのは、議員提出議案。�

人 

事 

案 

件�

会
派
の
異
動�

　第３回定例会最終日に提案があり、継続審査と
なっていました、平成１７年度芦屋市各会計決算議
案は、１２月４日（月）の本会議で、決算特別委員
会の都筑委員長から委員会の審査結果の報告を受
け、表決を行った結果、賛成多数で認定しました。
同時に委員会は、「平成１９年度予算編成に対する
要望」を市長に提出しました。委員会で出された
意見、要望等を中心に概要をお知らせします。�

平成１９年度予算編成に対する要望�

決 算 特 別 委 員 会�

　平成１７年度決算審査を通じ、以下の事項に

ついて適切な措置を講ずるよう求める。�

１　平成１９年度以降の税制改正に伴う個人市

民税の大幅な税収減は、本市の財政状況を

さらに厳しくすることが予測される。予算

編成に当たっては、国・県に対し本市の特

殊な税収構造等について理解を求め、減収

補てん措置が得られるよう最後まで最善の

努力をすること。�

２　上記事項については、その進捗状況を随

時議会に報告すること。�

　以上、要望する。�

　平成１８年１２月４日（月）開催の本会議で議会改
革調査特別委員会を設置しました。この委員会は、
議員定数削減を求める住民の直接請求に基づく第
４回臨時会（平成１８年１０月）で、多くの議員から
議会の活性化を求める意見が出されたことを受け
て、「議会活動に関する調査」を行うためのもの
です。�
　１２月１８日開催の本委員会では、各委員から委員

会の調査事項を出し合い、議員定数をはじめ議会
改革について調査していくことを決定しました。�

議会改革調査特別委員会を設置しました�
　　　議員定数問題をはじめ議会改革について調査�

委
員
長�

　
都
筑
　
省
三�

副
委
員
長�

　
重
村
啓
二
郎�

委
　
員�

　
前
田
　
辰
一�

　
畑
中
　
俊
彦�

　
田
中
え
み
こ�

　
徳
田
　
直
彦�

　
青
木
　
　
央�

　
小
川
　
芳
一�

　（
１２
月
４
日
現
在
）�


